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⃝サッカー　新人戦　⃝男子バスケ　県新人大会
⃝赤い羽根共同募金活動を実施
⃝頑張ってます卒業生　⃝福祉科だより
⃝島根県福祉科高等学校長会主催　生徒体験発表会
　最優秀賞受賞！
⃝第14回島根県中学生イラストコンテスト開催
⃝卒業生からのメッセージ
⃝通信制課程ニュース

⃝祝・卒業　令和5年度卒業生　3年間の軌跡
⃝令和5年度　卒業生クラス写真
⃝大学入学共通テスト
⃝3年間の努力を讃え　卒業表彰
⃝3年生代表より一言！
⃝卓球　第51回全国高等学校選抜卓球大会中国地区予選会
⃝バレーボール　新人戦　⃝女子バスケ　県新人大会
⃝柔道　全国高校選手権への出場権を獲得！
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令
和
3
年

4
月
7
日
、

ま
ぶ
し
い

春
光
の
中
、
期
待
と
不
安
が
入

り
混
じ
る
思
い
を
胸
に
校
門
を

く
ぐ
っ
た
入
学
の
日
。
明
誠
高

校
の
新
た
な
歴
史
の
1
ペ
ー
ジ

は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

グ
ラ
ン
ト
ワ

で
行
わ
れ
た

芸
術
鑑
賞

会
。
プ
ロ
の
迫
力
あ
る
演
技
に

心
を
打
た
れ
た
。

持
て
る
力

を
す
べ
て

振
り
絞
っ

て
臨
ん
だ
総
体
・
各
種
大
会
。

見
る
人
す
べ
て
を
魅
了
し
た
。

み
ん
な
が
待

ち
望
ん
だ
長

崎
研
修
旅
行

と
宮
島
遠
足
。
仲
間
と
一
緒
に

美
味
し
い
食
事
を
味
わ
い
、
き

れ
い
な
景
色
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
思
い
出
は
一
生
の

宝
物
だ
。

短
い
期
間

で
の
準
備
。

放
課
後
も

み
ん
な
で
残
っ
て
体
育
祭
の
準

備
に
明
け
暮
れ
た
。
そ
の
入
念

な
準
備
が
体
育
祭
本
番
の
盛
大

な
盛
り
上
が
り
に
繋
が
っ
た
。

明
誠
高

校
で
の

3
年
間

を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
力
を

つ
け
巣
立
っ
て
い
く
1
0
3

名
。
素
晴
ら
し
い
未
来
が
君
た

ち
を
待
っ
て
い
る
!!

共通テストを受けた生徒たち

試験会場となった島根県立大学

　
令
和
5
年
度
の
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
が
13
日
、
14
日
、
島
根
県

立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
明
誠
高
校
特
進
コ
ー
ス
十
名
が

受
験
し
た
。
リ
ス
ニ
ン
グ
の
不
具

合
等
、
目
立
っ
た
混
乱
が
お
き
る

こ
と
な
く
実
施
さ
れ
、
適
度
な
緊

張
感
で
通
常
の
模
試
通
り
の
様
相

で
あ
っ
た
。
国
公
立
大
学
受
験
者

は
一
般
の
私
立
併
願
受
験
、
前
期

後
期
受
験
は
3
月
20
日
前
後
ま
で

続
く
長
期
戦
と
な
る
。
明
誠
特
進

生
全
員
が
第
一
希
望
に
合
格
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

令
和
５
年
度
卒
業
生

希
望

感
動

研
鑽

躍
動

勉
強
に
打

ち
込
ん
だ

毎
日
。
何
度

も
練
習
し
た
面
接
。
そ
れ
ぞ
れ

の
栄
冠
を
手
に
し
た
進
学
・
就

職
試
験
。
挑
戦

未
来
へ

団
結

入学の日宮島遠足

3年部の先生方

研修旅行

芸術鑑賞

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
入
学
し
て
早
3
年
。

そ
の
笑
顔
と
真
剣
な
顔
に
確
か
な
成
長
が
見
え
る
。

明
日
か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
に
心
の
底
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

卒
業
お
め
で
と
う
。

３
年
間
の
軌
跡

勉
強
や
部

活
動
で
切

磋
琢
磨
し

続
け
た
仲
間
た
ち
。
困
難
な
状

況
に
直
面
し
て
も
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
・
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
い
た
か

ら
こ
こ
ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で

き
た
。 仲

間

総体壮行式
総体バスケ

文化祭

体育祭

3年1組

3年3組

3年2組

3年4組

卒
業
生
ク
ラ
ス
写
真

令
和
５
年
度

今
年
度
も
無
事
に
1
0
3
名
の
生
徒
が
明
誠
高
校
を
巣
立
っ
て
行
っ

た
。
卒
業
式
に
先
立
ち
、卒
業
生
の
業
績
を
讃
え
、卒
業
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

主
な
表
彰
内
容
は
次
の
通
り
。
そ
の
他
多
く
の
卒
業
生
が
表
彰
を
受
け
た
。

3
年
間
の
努
力
を
讃
え
卒
業
表
彰

●令和５年度　表彰者一覧表
賞　　　　　　名 表彰者名

私立中学高等学校連合会賞 藤井 志音

産業教育振興中央会賞 吹金原 真耶（福祉科）

島根県産業教育振興会賞 梅田 優花（福祉科）

全国福祉高等学校長会理事長賞 木村 蕾（福祉科）

島根県高等学校体育連盟賞
（優秀選手賞）

【卓球部】木山 この実
　　　　竹山 紗矢

島根県高等学校体育連盟功労賞 【卓球部】山下 敬紘

島根県高体連バスケットボール部
専門部和上賞（敢闘賞） 中島 愛璃

島根県高等学校野球連盟賞 川上 慶悟

益田ロータリークラブ賞 福田 咲希

島根県吹奏楽連盟賞 福田 咲希

功　　 労　　 賞

【卓球部】木山 この実　竹山 紗矢　金光 果乃　和田 汐莉　濱田 莉子　宅間 菜帆
　　　　山下 敬紘　水津 團　大上 滉稀　濱木 翔也

【柔道部】前田 久琉心
【陸上競技部】田中 悠貴
【高文連弁論】金光 果乃
【福祉科】梅田 優花　長尾 杏里　和田 咲

藤井志音さん吹金原真耶さん

　
た
く
さ
ん
笑
っ
て
、
時
に
は
辛

い
こ
と
も
あ
っ
た
3
年
間
で
し
た

が
、
最
高
に
楽
し
い
高
校
生
生
活

で
し
た
。
3
年
生
に
な
っ
た
ら
自

分
で
決
め
る
こ
と
も
多
く
苦
労
し

ま
し
た
。
下
級
生
の
皆
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
進
級
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
3
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
り
ま
す
。
1
日
1
日
を
大
切

に
し
て
出
会
う
た
く
さ
ん
の
人
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
自
分
な

り
に
楽
し
ん
で
過
ご
し
て
ほ
し
い

で
す
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

大
賀
彩
乃
（
小
野
中
）

　
2
年
生
は
卒
業
ま
で
あ
と
1
年

と
な
り
ま
し
た
。
友
達
と
過
ご
せ

る
日
々
を
大
切
に
し
、
進
路
決
定

に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
年
生
は
先
輩
に
な
り
ま
す
ね
。

自
分
た
ち
の
行
動
が
ど
れ
ほ
ど
影

響
力
が
あ
る
か
を
理
解
し
行
動
し

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
楽
し
い

日
々
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
在
校
生
の
み
な
さ
ん
、

そ
し
て
先
生
方
3
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藤
井
志
音
（
美
都
中
）

３
年
生
代
表
よ
り
一
言
！

３
年
生
代
表
よ
り
一
言
！



張ってます頑
卒業生

③ 2024年（令和6年） 2月28日（水曜日）　第70号

第
51
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

卓
球
大
会
中
国
地
区
予
選
会

女
子
学
校
対
抗

20
年
連
続
全
国
選
抜
出
場
決
定

卓 球
　
令
和
5
年
12
月
23
日
か
ら
25
日
ま

で
岡
山
市
の
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山

で
第
51
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球

大
会
中
国
地
区
予
選
会
が
開
催
さ
れ

た
。
女
子
学
校
対
抗
で
は
全
国
的
に

も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
中
国
地
区
の
強
豪

に
対
し
て
盤
石
の
戦
い
ぶ
り
で
予
選

リ
ー
グ
2
勝
、
8
チ
ー
ム
で
の
決
勝

リ
ー
グ
も
6
勝
1
敗
、
準
優
勝
で
予

選
を
通
過
し
た
。
全
国
選
抜
に
は
20

年
連
続
24
回
目
の
出
場
と
な
り
全
国

高
体
連
か
ら
表
彰
を
受
け
る
。
選
手

が
生
ま
れ
る
前
か
ら
先
輩
方
が
つ
な

い
で
き
た
歴
史
を
一
歩
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
安
堵
の
気
持
ち
を
捨
て
、

全
国
の
舞
台
で
の
活
躍
の
た
め
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
。
男
子
は
予
選

リ
ー
グ
の
激
戦
を
1
勝
1
敗
で
終
え

連
続
出
場
が
途
絶
え
た
。
新
入
生
を

加
え
て
再
起
を
目
指
す
。

〇
女
子
メ
ン
バ
ー

　
山
田
彩
心
②
益
田

　
北
代
寿
珠
②
益
田

　
天
津
佳
乃
②
益
田

　
赤
木
美
葉
②
益
田

　
東
　
ゆ
め
①
益
田

　
南
雲
日
花
①
益
田

　
大
崎
陽
歌
里
①
益
田

　
上
村
奈
瑠
実
①
益
田

　
八
幡
杏
穏
①
西
郷

　
谷
口
未
來
①
尾
張
旭
東

　
平
川
　
翠
①
日
原

2023中国選抜

　
1
月
12
日
〜
14
日
に
浜
田
市
の
島

根
県
立
体
育
館
を
中
心
に
島
根
県
高

等
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
明
誠
高
校
は
予
選
で
、
松
江
農
林

高
校
（
23
︱
25
　
25
︱
15
　
20
︱

25
）
で
敗
れ
、
益
田
高
校
（
23
︱
25

25
︱
20
　
17
︱
25
）
で
敗
れ
た
た

め
、
予
選
敗
退
し
た
。

　「
松
江
農
林
高
校
は
ベ
ス
ト
8

シ
ー
ド
チ
ー
ム
で
、
よ
く
頑
張
っ
た

と
思
う
。
4
月
の
中
国
予
選
で
は
リ

ベ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
。」
と
監
督
は
大
会
を
振
り
返
っ

た
。 バレーボール

新
人
戦

県
新
人
大
会

県
新
人
大
会

井上　七海さん（普通科  58 期生）
松江第二中学校

仙台大学

　
令
和
5
年
度
の
卒
業

生
で
あ
る
井
上
七
海
さ

ん
（
仙
台
大
学
）
は
1
年

生
な
が
ら
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
柔
道
や
全
日
本
学
生
柔

道
の
体
重
別
選
手
権
大
会

で
3
位
に
入
賞
。
大
会
で

の
活
躍
が
評
価
さ
れ
、
1

月
27
日
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
で

開
催
さ
れ
る
「
2
0
2
4

ベ
ル
ギ
ー
国
際
柔
道
大

会
」
に
女
子
70
kg
級
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

12
月
28
日
に
本
校
を
訪
問

し
、
学
校
長
は
井
上
さ
ん

に
対
し
、
激
励
金
を
贈
呈

し
た
。
井
上
さ
ん
は
「
自

分
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
の
為
に
も
頑
張

り
ま
す
。」
意
気
込
み
を

語
っ
た
。

　
益
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
提
唱
の

明
誠
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
、
文
化
祭
で
赤

い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
呼
び
か
け
を

行
っ
た
。
生
徒
や
来
場
さ
れ
た
保
護

者
な
ど
、
多
く
の
方
が
足
を
止
め
て

募
金
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
集

ま
っ
た
6
，9
8
2
円
を
益
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
持
参
し
寄
付
し
た
。

　
12
月
2
日
、
3
日
に
第
14
回

島
根
県
中
学
生
イ
ラ
ス
ト
コ
ン

テ
ス
ト
展
覧
会
が
島
根
県
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー
「
グ
ラ
ン
ト

ワ
」
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

開
か
れ
た
。
今
年
は
島
根
県
内

お
よ
び
そ
の
近
隣
県
の
中
学
校

か
ら
1
8
7
点
残
し
絵
や
創

造
性
の
あ
ふ
れ
る
作
品
の
応
募

が
あ
っ
た
。
今
年
は
入
賞
者
の

表
彰
式
も
あ
り
、
表
彰
状
の
授

与
と
副
賞
の
贈
呈
が
行
わ
れ

た
。

記念撮影

赤い羽根共同募金

激励金を受け取る井上七海さん

赤
い
羽
根
共
同
募
金

赤
い
羽
根
共
同
募
金

活
動
を
実
施

活
動
を
実
施

女子バスケ

男子バスケ

　
1
月
15
日
に
松
江
工
業
高
校
体
育

館
を
主
会
場
に
県
新
人
大
会
が
行
わ

れ
た
。
結
果
は
一
回
戦
敗
退
だ
っ

た
。
部
員
が
4
人
と
い
う
状
況
で
、

中
学
時
経
験
者
で
あ
る
2
人
の
生
徒

の
力
を
借
り
て
出
場
し
た
。
地
区
新

人
大
会
で
負
け
て
ノ
ー
シ
ー
ド
と
い

う
苦
し
い
組
合
せ
の
中
、
ま
た
今
回

の
試
合
途
中
に
エ
ー
ス
で
あ
る
キ
ャ

プ
テ
ン
が
怪
我
を
し
て
し
ま
う
と
い

う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
中
、
み

ん
な
で
気
持
ち
を
切
ら
さ
ず
、
力
を

合
わ
せ
て
戦
い
抜
く
こ
と
は
で
き

た
。
こ
の
経
験
を
一
つ
ず
つ
力
に
し

て
、
春
に
向
け
て
、
で
き
る
こ
と
を

し
っ
か
り
準
備
し
て
い
き
た
い
。

一
回
戦

　
明
誠
　
51
　
対
　
60
　
松
江
農
林

　
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
初
め
て
の
県

新
人
戦
が
、
1
月
15
日
に
行
わ
れ
た
。

　
対
戦
相
手
は
開
星
高
校
で
、
と
て

も
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
強
く
、
運
動
量

の
あ
る
と
て
も
良
い
チ
ー
ム
だ
っ

た
。「
試
合
は
負
け
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
チ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
今
ま
で
の
練
習
に
対

す
る
取
り
組
み
や
、
部
活
動
に
対
す

る
考
え
方
な
ど
、
意
識
を
統
一
し
な

お
す
こ
と
が
で
き
た
。
負
け
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
課
題
を

認
識
し
て
実
行
に
移
す
こ
と
は
、
理

屈
で
は
簡
単
だ
が
、
実
行
す
る
の
は

と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
と
思
う
。
し

か
し
、
ひ
と
つ
ず
つ
努
力
を
積
み
重

ね
て
よ
り
良
い
チ
ー
ム
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
監
督
は

今
大
会
を
振
り
返
っ
た
。

第14回第14回
島根県中学生島根県中学生

イラストイラスト
コンテストコンテスト
開催開催

特
賞
作
品 

「
大
正
ロ
マ
ン
」

太
田 

悠
里
さ
ん

（
島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
義
務
教
育
学
校
8
年
）

表彰式の様子

金賞作品 「正義の味方はだ～れだ?」
樋廻 さゆりさん

（出雲市立斐川西中学校3年）

金賞作品 「わたしの世界」
代田 夢実乃さん

（浜田市立旭中学校3年）

第
14
回
今
年
度
作
品
よ
り（
特
賞・金
賞
作
品
）

金
賞
作
品 

「
青
」

大
野 

史
織
さ
ん

（
島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
義
務
教
育
学
校
8
年
）

福
祉
科
3
年
生
20
名
が
令
和

5
年
度
第
36
回
介
護
福
祉
士
国

家
試
験
を
受
験
し
た
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
あ
り
な
が
ら
も
無
事

に
実
習
を
終
え
、
受
験
資
格
を

得
て
、
1
年
に
一
度
き
り
し
か

な
い
こ
の
日
に
向
け
全
員
合
格

と
い
う
目
標
を
掲
げ
頑
張
っ
て

き
た
。
試
験
後
、
達
成
感
や
学

校
行
事
・
部
活
動
と
の
両
立
、

自
ら
の
進
路
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
日
々
努
力
し
て
き
た
20
名

の
目
は
輝
い
て
い
た
。

福
祉
科
で
の
3
年
間
の
学
び

を
こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

で
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

福
祉
科
だ
よ
り

第
36
回
介
護
福
祉
士
国
家
試
験国家試験を受けた生徒たち

　
12
月
16
日
、
17
日
に
島
根
県
立
石

見
武
道
館
で
島
根
県
高
校
選
手
権
が

行
わ
れ
た
。
本
校
柔
道
部
2
年
生
の

千
端
優
心
、
1
年
生
の
田
原
大
樹
、

澄
川
隼
汰
が
準
優
勝
を
し
た
。
男
子

60
キ
ロ
級
は
昨
年
度
大
会
優
勝
県
の

為
、
準
優
勝
の
澄
川
は
3
月
に
日
本

武
道
館
（
東
京
）
で
行
わ
れ
る
全
国

高
校
選
手
権
に
出
場
す
る
権
利
を
得

た
。
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
自
身

初
の
全
国
大
会
で
一
勝
で
も
多
く
す

る
こ
と
を
目
標
に
準
備
を
し
て
い
る
。

柔 道

全
国
高
校
選
手
権
へ
の

出
場
権
を
獲
得
！

新
人
戦

全国大会に出場する
澄川隼汰さん

新人戦に臨んだメンバーたち発表の様子

　
今
回
の
新
人
戦
は
ベ
ス
ト
8
と
い

う
結
果
だ
っ
た
。「
冬
季
遠
征
か
ら

今
年
の
チ
ー
ム
の
強
み
を
伸
ば
す
よ

う
練
習
し
て
き
た
が
、
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
昨
年
の

新
人
戦
以
降
、
ベ
ス
ト
8
を
越
え
ら

れ
て
い
な
い
が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
ベ
ス
ト
8
を
超
え
、
よ
り
良
い
結

果
を
目
指
し
て
今
か
ら
し
っ
か
り
と

準
備
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と

顧
問
は
大
会
を
振
り
返
っ
た
。

　
令
和
6
年
2
月
6
日
に
県
立
邇
摩

高
校
に
お
い
て
、
島
根
県
福
祉
科
高

等
学
校
長
会
主
催
生
徒
体
験
発
表
会

が
開
催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
福
祉

科
2
年
生
の
天
津
佳
乃
さ
ん
が
出
場

し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の

結
果
を
受
け
て
、
天
津
さ
ん
は
島
根

県
代
表
と
し
て
中
国
大
会
に
駒
を
進

め
た
。 サッカー

島
根
県
福
祉
科
高
等
学
校
長
会
主
催

生
徒
体
験
発
表
会

最
優
秀
賞
受
賞
！最優秀賞を受賞した

天津佳乃さん
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通 信 制 課 程 ニ ュ ー ス T S U S H I N  N E W S

主将
松本　聖也（三隅中）

主将
若杉　美生（美都中）

部長
火脚　　栞（美都中）

部長
村田　海斗（津和野中）

部長
三浦　琉生（津和野中）

主将
木山この実（益田中）

主将
橋渡　響生（美都中）

主将
川上　慶悟（西陵中）

主将
三浦　玲威（東陽中）

主将
前田久琉心（御南中）

部長
福田　咲希（江津中）

部長
豊田　敬蔵（益田中）

主将
山下　敬紘（広島可部中）

主将
原田　和希（金旭中）

主将
中島　愛璃（小野中）

主将
上野　真生（益田東中）

部長
大畑　暖佳（益田中）

会長
梅田　優花（東陽中）

部長
吹金原真耶（小野中）

　
自
分
た
ち
の
目
標
に
向
か
っ
て
練

習
し
て
き
た
こ
と
や
過
ご
し
て
き
た

日
々
は
私
に
と
っ
て
一
番
成
長
で
き

た
時
間
だ
と
思
い
ま
す
。
支
え
て
い

た
だ
い
た
り
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
で
助

け
合
い
、
良
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
ま
で
つ
い
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち

の
代
で
は
ベ
ス
ト
8
と
い
う
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
1
・
2
年
生
に
は
そ
の
目
標
を

達
成
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
今
ま
で
以
上
に
1
人
1
人

が
意
識
を
変
え
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
私
た
ち
に
つ
い
て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
代

の
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
最
後
ま
で
一
緒

に
バ
レ
ー
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。
い
ま
ま
で
た
く
さ
ん
の
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
目
標
を
常
に
持
っ
て
チ
ー

ム
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
ね
！
応
援
し

て
い
ま
す
。

　
下
級
生
の
み
な
さ
ん
、
今
ま
で
イ

ラ
ス
ト
部
の
活
動
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
の
活
動
は
私
の
か
け
が
え

の
な
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
も
新
入
部
員
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
く
活
動
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

す
ば
ら
し
い
作
品
を
作
り
続
け
て
く

だ
さ
い
。

　
3
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
自
分
は
高
校
か
ら
写
真
部
に
入

り
、
徐
々
に
写
真
の
楽
し
さ
や
魅
力

に
気
づ
い
て
い
き
、
き
れ
い
に
写
真

を
撮
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、
今
で
は

写
真
部
に
入
部
し
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し

く
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
1
年
間
つ
い
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
ま
で
た

く
さ
ん
の
部
員
の
み
ん
な
と
演
奏
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
自
分
に

と
っ
て
、
と
て
も
い
い
思
い
出
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
思
い
出

に
残
る
よ
う
な
演
奏
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
1
年
生
・
2
年
生
の
皆
さ
ん
、
今

ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
昨
年
は
い
い
結
果
が
出

ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
で

す
が
、
こ
の
3
年
間
は
私
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
時
間
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
は
、
明
誠
高
校
卓
球
部
ら

し
さ
を
忘
れ
ず
、
全
国
優
勝
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
後
輩
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
の
出
来
事
に
出
会
い
、
向
き
合

い
、
乗
り
越
え
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
、
選
手
一
人
一
人
が
自

ら
考
え
行
動
し
、
チ
ー
ム
を
一
つ
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
高
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
胸
に

全
力
で
走
り
抜
け
て
く
だ
さ
い
。
つ

い
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
日
々
強
く
な
ろ
う
と
す
る
皆
さ

ん
の
熱
心
な
姿
に
私
は
と
て
も
刺
激

を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
高
い
志
を
持
っ
て
後
悔
の
な
い
よ

う
に
鍛
錬
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
、
私
た
ち
と
一
緒
に
練
習

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
1
・
2
年
生
の
一
生
懸
命
に

練
習
に
取
り
組
む
姿
を
見
て
、
私
た

ち
も
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
先
、
き
つ
い
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま

す
。

　
昨
年
は
、
演
奏
会
や
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
う
機
会
が
多
く
な

り
、
合
同
演
奏
会
等
で
は
他
校
の
仲

間
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
4
人
と
い
う
少
な
い
人
数
で

し
た
が
、
毎
日
楽
し
く
笑
っ
て
過
ご

せ
た
の
は
み
ん
な
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
3
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
学
ほ
ど
登
場
人
物
と
の
意
思

共
有
に
富
ん
だ
媒
介
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
作
品
に
触

れ
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
私

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出

で
す
。
是
非
皆
さ
ん
も
文
学
に
触
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
1
年
生
・
2
年
生
の
皆
さ
ん
、
今

ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
自
分
た
ち
の
代
で
は
満
足
の

い
く
結
果
を
残
せ
ず
、
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。
1
年
生
・
2
年
生
の

み
な
さ
ん
は
日
々
の
練
習
を
一
生
懸

命
行
い
、
諦
め
る
こ
と
な
く
、
最
後

は
笑
っ
て
終
わ
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
僕
た
ち
が
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
ベ
ス
ト
4
の
壁
や
、
全

国
大
会
出
場
を
後
輩
た
ち
に
は
叶
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
一
人
一
人
が
現
状
に
満
足
せ

ず
、
精
一
杯
努
力
し
仲
間
を
信
頼
し
、

新
し
い
明
誠
の
歴
史
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
今
ま
で
と
比
べ
る
と
人
数
が
か
な

り
少
な
く
て
、
大
変
な
こ
と
も
あ
っ

た
け
ど
、
選
手
権
で
は
11
人
で
戦
い

抜
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
最
後
ま
で
つ
い
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
ん

な
で
盛
り
上
げ
て
バ
ス
ケ
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
1
年
間
、
私
に
つ
い
て
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最

後
の
大
会
で
は
、
満
足
の
い
く
結
果

を
残
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
後
輩
た
ち
の
代
で
は
良
い
結
果

を
残
せ
る
よ
う
に
自
分
と
向
き
合
い

仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら
日
々
の
練

習
に
励
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。

　
珠
算
電
卓
部
は
現
在
、
55
年
連
続

全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
毎
日
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
残
す
大
会
は
あ
と

2
つ
に
な
り
、
私
自
身
も
あ
と
半
年

で
引
退
す
る
の
で
、
悔
い
の
残
ら
な

い
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
は
、
社
会
奉
仕
活

動
を
行
う
喜
び
や
地
域
と
の
繋
が
り

を
密
接
に
感
じ
ら
れ
る
機
会
が
多
く

入
部
し
て
か
ら
視
野
が
広
が
っ
た
有

意
義
な
2
年
間
で
し
た
。
体
験
し
た

こ
と
や
得
た
知
見
を
今
後
も
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
書
に
触
れ
る
こ
と

で
、
芸
術
性
や
発
想
力
、
表
現
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
文
字
と
い
う
の
は

そ
の
人
の
印
象
を
左
右
す
る
た
め
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
書
道
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
明
誠
高
校
書

道
部
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
欲
し
い

で
す
。

男
子
卓
球
部

女
子
卓
球
部

陸
上
競
技
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
柔
道
部

吹
奏
楽
部

写
真
部

軽
音
楽
部

硬
式
野
球
部

男
子
柔
道
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

珠
算
・
電
卓
部

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

図
書
文
芸
部

サ
ッ
カ
ー
部

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

イ
ラ
ス
ト
部

書
道
部

卒業生卒業生からのからのメッセージメッセージ 後輩へのエール後輩へのエール
後輩たちも頑張っています！後輩たちも頑張っています！

Fight!

本
校
通
信
制
課
程
「
佐

渡
S
H
I
P
」
代
表
の
高

柳
一
巳
先
生
が
、
12
月
5

日
、
佐
渡
市
役
所
に
て
国
土

交
通
大
臣
表
彰
に
選
定
さ

れ
た
。
高
柳
先
生
は
「
佐
渡

S
H
I
P
」
に
お
い
て
既
存

教
育
に
な
か
な
か
馴
染
め
な

い
生
徒
の
指
導
を
献
身
的
に

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
ま
た

佐
渡
市
内
で
困
難
を
抱
え
た

子
ど
も
若
者
に
長
年
寄
り
添

い
支
援
を
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
功
績
が
「
離
島
振
興
」

に
お
い
て
、
著
し
い
功
績
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
、
今
回

の
表
彰
と
な
っ
た
。「
佐
渡

S
H
I
P
」
は
、
佐
渡
の
豊

か
な
自
然
を
活
用
し
た
第
一

次
産
業
の
就
労
体
験
、
古
来

か
ら
大
切
に
継
承
さ
れ
て
き

た
佐
渡
独
自
の
文
化
体
験
、

世
界
遺
産
登
録
予
定
の
「
佐

渡
金
山
」
を
活
用
し
た
歴
史

学
習
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
広
く
明
誠
高
校
の

生
徒
に
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
。
長
期
休
み

に
ぜ
ひ
と
も
訪
れ
て
み
て
い

た
だ
き
た
い
。

佐渡SHIP代表
高柳一巳先生


